
［成果情報名］かぶせ茶及び食品加工用碾茶（もが茶）生産に適した茶品種「せいめい」及び「は

ると３４」 

［要約］「せいめい」及び「はると３４」は、かぶせ茶及び食品加工用碾茶（もが茶）適性

が高く、特に「せいめい」はかぶせ茶として滋味及び水色が、食品加工用碾茶（も

が茶）として荒茶色沢が優れ、「はると３４」は収量性が優れる特徴を有する。  
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［背景・ねらい］ 

近年、緑茶の粉末茶や抹茶などの利用が拡大しており、粉末の色または荒茶の色沢の良いも

のが求められている。 

三重県はかぶせ茶と並び、食品加工用碾茶（もが茶）の産地であることから、最近育成された

茶品種のかぶせ茶及び食品加工用碾茶（もが茶）についての適性を明らかにする。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．「やぶきた」と比較した一番茶の摘採期は、育成地においては、「せいめい」は 4 日、「はると３４」

は 6 日早いが、三重県においては、「せいめい」は１日程度早く、「はると３４」は同程度である。 

（表 1） 

 

２．「せいめい」「はると３４」のかぶせ茶としての品質は、滋味（味の良さ）、水色（抽出液の色）につ

いて、「やぶきた」に比べて評価が高く、かぶせ茶として適している。（表 2） 

 

３．食品加工用碾茶（もが茶）における生葉収量は、「せいめい」は「やぶきた」と同等以上である

が、「はると３４」は特に優れる。（図 1） 

 

４、食品加工用碾茶（もが茶）としての「せいめい」「はると３４」の品質について、色沢及びから色の

評価は高く、市場評価でも高い評価であり、「せいめい」は特に優れる。粉末加工後の色相角は、

「せいめい」「はると３４」とも「やぶきた」より優れ、特に「せいめい」は粉末色として評価が高い濃い

緑色を呈する。（表 3） 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．「せいめい」及び「はると３４」の特性を考慮し、経営方針に応じた品種の選択を行う。 

 

２．「はると３４」は低温の影響で収穫時期が遅れることがあるため、防寒対策には特に注意が必要

である。 

 

３．市場評価は、流通上の視点をふまえ、外観色沢やから色、茎の多少を総合して得点化した評

価である。 

 

 




